
＜移動式クレーンの安全作業＞ 

１．関連法令(基本ルール) 
クレーン等安全規則 第3章移動式クレーン に規定されている。 
その内主要な規定を下記に示す。 
 

１) 作業の基本ルール 

クレーン則70条 クレーン則70条の2 クレーン則70条の3 

傾斜角の制限      →     定格荷重の表示等      →     軟弱地盤等では使用禁止 

(ジブの傾斜角) (吊上げ荷重＝定格荷重＋吊具荷重) (等：法肩の崩壊等) 

クレーン則70条の4        クレーン則70条の5            クレーン則71条 

アウトリガーの位置       →         アウトリガーの張り出し        →    運転の合図 

(鉄板の中央部分)  最大限の張出し 合図者の指名 

クレーン則74条 

立入禁止 

(上部旋回体との接触) 

クレーン則72条 

搭乗の制限 

クレーン則73条 

やむを得ない場合 

・搭乗設備の脱落等の防止 

・ 墜落制止用器具の使用 

・定格荷重を超えないこと 

クレーン則74条の3     クレーン則74条の4 

強風時の作業中止            強風時における転倒防止 

(平均風速が10ｍ／Ｓ以上の風) 

クレーン則75条 

運転位置か ら の離脱の禁止 

(荷を吊ったまま) 

クレーン則75条の2  

●作業方法及び配置を 

決定し作業を指揮 

●使用材料･工具の点検し､ 

不良品を除去 

●墜落制止用器具､保護帽 

の使用状況を監視 

ジブの組立作業 
1.作業指揮者の選任 
2.関係者以外立入禁止の表示 
3.悪天候時の作業中止 
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【ｸﾚｰﾝ則1条：定義】 

２) 管理の基本ルール 
 

クレーン則61条       クレーン則63条        クレーン則64条 

設置報告書 検査証の備付 使用の制限 

クレーン則64条の2  クレーン則66条 

設計の基準とされた負荷条件           安全弁の調整 

クレーン則66条        クレーン則66条の2     クレーン則66条の3 

巻過防止装置の調整       作業方法の決定  外れ止め装置の使用 

クレーン則69条 

過負荷の制限 

クレーン則78条 

作業開始前の点検  

クレーン則76､77､79条 

・1年以内毎に1回定期自主検査 

・1ヶ月ごとに1回自主検査 

・記録を3年間保存 

クレーン則67、 68条 

運転資格 

・吊上げ荷重1ｔ未満 特別教育修了者 

・   〃   1ｔ以上5ｔ未満 技能講習修了者 

・   〃   5ｔ以上 運転免許取得者 
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２．安全のチェックポイント 
 

１) 管理面  

ⅰ.機材の選定(クレーン能力の決定、特に相吊り作業の場合) 

 ⅱ.設置場所、運転資格の確認(架空電線近接の場合、離隔距離の確認)  

ⅲ.設置報告書(様式9号)･移動式クレーン明細書(様式16号)の監督署への提出 

 

２) 設備面 

 ⅰ.機材の点検・整備(定期自主検査、始業前点検の実施状況) 

 ⅱ.アウトリガーの張り出し、地盤の養生(地耐力の確認) 

３) 行動面  

ⅰ.作業指揮者、合図者の指名(指揮系統の周知徹底) 

ⅱ.玉掛状態の確認(作業者の退避、つり荷の安定) 

ⅲ.危険行為の禁止(安全装置の解除、横引き・斜め吊り、悪天候)  

以 上 

３ 
 



 


